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１．印象に残っている中央研修の講義は何ですか？ 

 司法に係る実務について、基本的な流れを一通り経験することができたことです。難しい職務と認識しており、現在も
それは変わりませんが、場面ごとにすべきこと、作成する書類とそのために必要な事項を学ぶことができ、今後携わる
際の心構えができました。 

２．実際の勤務してみての感想は？ 

 知識や経験がまだまだ不足しているところではありますが、法令や通達の改正も度々あり、携わることのできる職務
の範囲も広がっていくので、常に新しいことを学び続けることができる仕事だと感じています。 

 

３．職務で心がけていることは何ですか？ 

 自分の思い込みで仕事をすることが最も危険であると考えているので、相手の方の話を丁寧に聴くこと、様々な事柄
についてよく調べること、わからないことは周囲の方々にすぐ相談をして、指導を仰ぐことを心がけています。 

 

４．この仕事をしてみて、どのようなやりがいがありますか？ 

 監督指導を行った事業場の方から、わからないままにしていたことについて指導があって、とても良かったという言葉
を頂くことがあります。また、事業場の方に対して単に法違反を指摘するだけではなく、必要性を理解いただけるように
説明を尽くし、是正に向けて対応していただいていることにやりがいを感じます。 

５．将来どのような監督官になりたいですか 

 様々な職務に携わり、知識と経験を深め、対応力と柔軟性のある監督官になりたいと考えています。 
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